
ＷHOの定める定義では、口腔白板症とは口腔粘膜に生じた摩擦によって除去できな
い白色の板状、あるいは斑状の角化性病変で臨床的あるいは病理組織学的に他のいか
なる疾患にも分類されない病変とされています。
大阪歯科大学で講師をしていた頃、私に割り振られていた学生達への講義内容の一

つに前癌病変の章がありました。「白板症」の定義を最初に教えるのですが、この定
義を理解するのが意外と難しいのです。実際の病理検査報告書で診断名「白板症」と
書かれた報告書は存在しません。病理検査報告書の診断名には
「過角化症」、「錯角化症」やそれらに「異形成を伴うor 異
形成を伴わない」と書かれています。「白板症」という病名は
あくまでも臨床病名なのです。
病理検査で異形成を伴うものであれば癌化の可能性が高いと

考え全てを切除するかまめな経過観察を行います。しかし白板
症だからと言って全てに生検術を行なうわけではなく、視診に
より境界明瞭、表面滑沢で色調が圴一、そして糜爛（ビラン）
の無いものは悪性では無く、また異形成の無いことが多いため
経過観察のみを行い、何らかの変化があれば生検術を行なう事
にしています。初診時に生検術を行なうか経過観察とするかは
視診、触診での経験が必要となります。
白板症は口腔外科専門施設で診察を受けるよう患者さまへ

勧めていただくよう宜しくお願いいたします。

＜口腔白板症のお話＞
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旧年中は格別のお引き立てを賜り厚くお礼申し上げます。
本年も相変わらずご愛顧のほどお願い申し上げます。

歯科口腔外科 部長 吉本 仁

「背景　イラスト」の画像検索結果

開放型病床 登録医制度における歯科医師の登録医登録を開始

登録医になっていただくと…
・ご紹介患者様の受け入れは原則お断りしません
（やむを得なくお断りをする場合はご容赦ねがいます）

・当院の歯科担当医との共同診療（共同指導）が可能です

地域診療所との連携強化を目的とした開放型病床登録医制度を医科の医師を中心に進めてきまし
たが、2018年度より地域歯科診療所の先生方にも登録医登録にご協力いただき、現在80名以上
の歯科医師の先生方と連携を強めています。

＜登録方法＞
患者支援連携センター
（06-6992-5373）へ
ご連絡ください。
担当者が対応させて
いただきます。

・紹介カードを作成し、当院HPや１階ロビーのラックに設置する
などし、逆紹介をご希望される患者様に優先的にご紹介します。

https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&ved=2ahUKEwjf_aekxqTkAhUdy4sBHQPtBj4QjRx6BAgBEAQ&url=https://illust.download/archives/17273&psig=AOvVaw2Ar7_tepomHtRRx3UcP2zq&ust=1567046763512577

	スライド 1

